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地
元
野
菜
を魅せ

る

食
料
自
給
率
の
低
下

　　
現
在
、
日
本
で
は
、
国
民
全
体
の
食
料

消
費
に
国
内
の
食
料
生
産
が
ど
の
程
度
対
応

し
て
い
る
か
を
表
す
「
食
料
自
給
率
」
は

40
％
で
す
。
さ
ら
に
、
米
や
小
麦
な
ど
の

穀
物
の
自
給
率
は
、
わ
ず
か
28
％
に
す
ぎ

ま
せ
ん
。
こ
の
よ
う
に
、
私
た
ち
の
食
料
の

ほ
と
ん
ど
を
外
国
に
頼
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
う
し
た
食
料
自
給
率
の
低
下
は
、
私

た
ち
の
食
生
活
の
変
化
が
関
係
し
て
い
ま

す
。
以
前
の
日
本
の
食
事
は
、
ご
は
ん
が

中
心
で
し
た
が
、
最
近
で
は
肉
や
油
を

使
っ
た
料
理
が
た
く
さ
ん
食
べ
ら
れ
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
外
国
か

ら
の
輸
入
が
増
え
、
食
料
自
給
率
が
低
下

し
た
の
で
す
。
下
グ
ラ
フ
は
、
わ
が
国
の

食
糧
供
給
に
関
す
る
意
識
調
査
で
す
。
こ

れ
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、
多
く
の
人
が

食
料
を
外
国
に
頼
る
こ
と
に
不
安
を
抱
い

て
お
り
、
日
本
の
食
料
自
給
率
を
大
幅
に

引
き
上
げ
る
べ
き
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。

  エプロン特派員
もりすえ みちよ

　守末道代さん
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「
食
」
に
対
す
る
関
心
の
高
ま
り

　　
最
近
、
産
地
偽
証
問
題
や
輸
入
野
菜
の

残
留
農
薬
問
題
、
無
登
録
農
薬
の
問
題
、

さ
ら
に
は
、
狂
牛
病
（
Ｂ
Ｓ
Ｅ
問
題
）
や

鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
な
ど
、
私
た
ち
の
身

の
回
り
の
食
料
が
、
本
当
に
安
全
な
の
か

ど
う
か
を
問
う
よ
う
な
事
件
が
次
々
に
起

こ
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
グ
ル
メ
ブ
ー
ム
に
み
ら
れ
る

「
食
の
本
物
志
向
」
や
、
健
康
食
品
ブ
ー

ム
、
一
方
で
は
食
生
活
の
乱
れ
に
よ
る
生

活
習
慣
病
の
増
加
な
ど
、
人
々
の
食
に
対

す
る
関
心
は
日
々
高
ま
っ
て
お
り
、
「
食

の
安
全
・
安
心
」
が
注
目
さ
れ
る
よ
う
に

な
っ
て
い
ま
す
。
　

地
産
地
消
に
向
け
た
取
り
組
み

　
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
地
元
で
生
産
さ

れ
た
も
の
を
地
元
で
消
費
す
る
「
地
産
地

消
」
が
、
そ
の
第
一
歩
に
な
る
と
考
え
ら

れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
た
め
、
全
国
的
に
地
元
農
作
物
を

活
用
し
た
学
校
給
食
の
実
施
や
、
農
産
物

直
売
所
の
設
置
な
ど
が
広
が
っ
て
お
り
、

山
口
県
で
は
、
「
食
育
推
進
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
※
１
」
や
「
ル
ー
ラ
ル
ガ
イ
ド
※
２
」
の
認

定
、
あ
る
い
は
「
や
ま
ぐ
ち
食
彩
店
※
３
」

や
「
県
産
農
産
物
販
売
協
力
店
※
４
」
の
指

定
な
ど
に
よ
り
、
「
地
産
地
消
」
に
向
け

た
取
り
組
み
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
こ
う
し
た
「
地
産
地
消
」
が

目
指
す
も
の
は
何
で
し
ょ
う
か
ー
。

　
今
回
の
特
集
で
は
、
「
地
元
野
菜
を
育

（
※
１
）
食
に
対
す
る
正
し
い
理
解
と
安
全
・
安
心

　
　
　
　
な
地
元
農
産
物
へ
の
理
解
促
進
の
た
め
、

　
　
　
　
教
育
現
場
な
ど
へ
派
遣
さ
れ
る
講
師
。

（
※
２
）
暮
ら
し
の
中
で
培
わ
れ
た
知
恵
や
技
で
、

　
　
　
　
農
山
漁
村
の
活
性
化
に
寄
与
す
る
人
。

（
※
３
）
年
間
を
通
じ
て
地
産
地
消
料
理
を
提
供
し

　
　
　
　
て
い
る
飲
食
店
。

（
※
４
）
年
間
を
通
じ
て
県
産
農
産
物
を
販
売
す
る

　
　
　
　
「
や
ま
ぐ
ち
コ
ー
ナ
ー
」
を
設
置
し
て
い

　
　
　
　
る
量
販
店
。

地
産
地
消
を
考
え
る

今回の特集を
図で表すと…

地元野菜を育てる（本文4～5頁）
　　　【生産者】

地元野菜を活かす（本文8～10頁）
　　【農産物加工センター】
　　【学校給食センター】

地元野菜を広める（本文6～7頁）
　【ふらっと大和】

消費者

非常に不安がある 
            26.6％ 

ある程度不安がある 
          51.8％ 

わからない 
              3.1％ 

あまり不安はない 
　　16.6％ 

全く不安はない 1.9％ 

資料：総理府「農作物貿易に関する世論調査」（Ｈ12年）

■将来の食料供給についての考え

特集：野菜を魅せる
～地産地消を考える～

（写真は、塩田にお住まいの森次誠さんのご家族） （写真は、塩田にお住まいの森次誠さんのご家族） 

て
る
」
、
「
地
元
野
菜
を
広
め
る
」
、

い

「
地
元
野
菜
を
活
か
す
」
の
３
章
に
分

け
、
大
和
地
域
で
活
動
さ
れ
て
い
る
人
た

ち
の
取
り
組
み
を
紹
介
し
な
が
ら
、
「
地

産
地
消
」
に
つ
い
て
市
民
の
皆
さ
ん
と
と

も
に
考
え
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。


